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形態進化分野

木村 賛･浜田 穣l)･毛利 俊堆･団松 虫

研究概要

A)霊長類運動器の機能形態と発達

木村 賛

ヒトを含む現生霊長類の運動器とその機能の比

較研究により､霊長類の特徴を知るとともに､ヒ

トの成立過程の検討を行っている｡また成長､加

齢についての形態学的検討を行っている｡具体的

な主な研究内容は以下の通りである｡

チンパンジー二足歩行時の外部エネルギーを計

許し､成長に伴いエネルギー効率の増加がみられ

ることを示した｡

テナガヰルとヒトのマニピュレーション能力を

ハンドル回転力より調べ､チンパンジーの能力と

比較検討した｡

喉頭における息こらえ能力と運動時のカの出し

方との関係を､新開発した喉頭鏡を用いて実験的

に調べた (筑波大岡田守彦らとの共同研究)0

ニホンザル長骨を断面形状より力学的に調べ､

成長のバタンを明らかにした｡

幸島ニホンザルの骨格発育遅柘と成長期間の延

長の原因調査のため､総合的な生体調査を行った

(庄武孝義らとの共同研究)0

B)チンパンジー･ニホンザルにおける身体発育

の研究

浜田 穣

霊長研･(秩)三和化学研究所に飼育されてい

るニホンザルとチンパンジ｣の身体発育に関して､

生体計測･歯の萌出状況･手掌部Ⅹ線写真撮影と

観察 (TW2法に準拠)･皮厚計測の縦断的資料
を収集し､発育パターンの統計的抽出を行い､特

に思春期発育開始ごろの機序に関して検討を加え

た｡

オトナサイズで非常に小型であり､性成熟の遅

い幸島ニホンザル群について､捕獲調査を行い横

断的身体発育資料を収集した｡前述の形恐学的計

1)1995年2月1日背任

測･紋寮に加えて生殖器の発達紋寮も行った｡こ

の群と培準的な飼料を与えられている飼育群とを

比較して､発育バターン変異要因を検討した｡

C)スラウ&シマカタの種間雑種に関する研究
浜田 穣

スラウェシ島 (インドネシア)中央部に生息す

る2種のマカタ､M.toTZheaTZaとM.heckiの間に

は自然交雑が見られ､"種"の根本的概念に問題

を投げかけている｡その実態に関して､現地での

一時捕獲調査を行った｡捕獲個体について､生体

計測･体毛色計測･写真撮影を行い､個体と群内

交雑程度の推定と交雑の地理的パタ｢ン等を検討

した｡その結果､交雑は非常に狭い地理的範囲に

しか見られず､2種の独自性を揺るがすほどのイ
ンパクトを持たないことを明らかにした｡交雑が

どのように形態学的に表現されるかについて､多

変丑統計法などにより分析している｡

D)霊長類頭蓋骨の形態学的研究
毛利俊雄

多変虫アロメトリーを使ってニホンザル､アカ

ゲザル､カニクイザルの頭蓋骨の個体発生を比較

した｡その結果､同種のオスとメスは成長軌跡を

共有すること､異種の成長軌跡は異なり､なかで

もカニクイザルのそれが特徴的であること､オト

ナの性差はエホンザルで弱いこと､カニクイザル

はアカゲザルに比べより早くオトナレベルの性差

を獲得することなどが明らかになった｡

E)中新世ヒト上科化石の研究

国松 豊

ケニヤ北部ナチョラ地域出土の類人猿化石を中

心にして研究を進めた｡同地域から出土した類人

猿化石のうち,小型のNyanzqpithecus属の化石の

種の記載作業を進行し,これまで知られている同

属の2種とは洩つかの点で形態的な違いが見られ

る事がわかり,ナチョラの標本が第3の種をなす

可能性が高まった｡またナチョラの大型種の Cf.
KenyapithecLLSの上顎臼歯についても他のアフリ

カ中新世頬入校との比較をおこなった.ケニヤの

他の地域か ら知 られている Kenyapithecus

a/n'CaTZLLSや A/TDPL'thecusなどの大型の化石類人

投と比べると,それらに特徴的な小臼歯部の拡大

がナチョラの標本には見られず,少なくともこの

特徴に関 しては,より原始的と考えられる

PTDCOnSu拍勺な状態にある事がわかった.上記の

化石類人猿に関する仕事の他は.インドネシアの
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博物館で現生のオランウータンの計測データを収

典した｡
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集団遺伝分野

庄武孝義･川本 芳 ･平井腎久

研究概要

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

庄武孝義 ･川本 芳･Gurja.Bolayl)

ニホンザルの血液蛋白変異やミトコンドリアD

NAの変異を検索し,群内.群問の退伝的変異性

を定立する｡得られたデータをもとに統計的検討

を加えニホンザルの繁殖柄近 ･種分化の解明をめ

ざす｡幸島群の退伝的特赦を再開杢するため94年

度未には幸島群の88頭のうち81頭を採血したム

B)Macaca屑サルの系統的相互関係

川本 芳 ･庄武孝義

ニホンザルを含むMacaca屑サル各車軸 らゝ材料

を採集し,前項A)と同一の方法によって種内･

種問の遺伝的変異性を定立化し,それら種間の遺

伝的分化 ･系統的関係を検討している｡'94年度

は川本がインドネシアのカリマンタンにて調査を

行い,各種の新たなサンプルを収典した｡また,I

PSバリ大会にて研究成果を発表した｡

C)ヒヒ類の種分化に餌する典田並伝学的研究

庄武孝義

94年皮は文部省科学研究於により,セミエソ山

岳地帯(海抜3800m)でih伝的変異と高地適応メカ
ニズムの解明のためサル施設松林泊明氏とケダラ

ヒヒの捕獲調査を行い.25頭分の試料を収輿した.

D)サバンナモンキーの集団適伝学的研究

場田 城 l)･庄武孝義

エチオピア中央部を流れるアワッシュ川の川辺林

に生息するサバンナモンキー(グリベットモンキー)

CercopitheczLSaethiopsaethiopsの集団構造を

調べるために,約600kmにわたる範EfIの10集団の

比較研究をしている｡'94年度は血中蛋白質の多

座位屯気泳動法により各集団の遺伝子頻度を求め

た｡

E)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義 ･川本 芳

1)大学院学生
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